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 情報ひろば

行方市の人口
総　数　35,906 人（-34）
　男　　17,903 人（+3）
　女　　18,003 人（-37）
世帯数　12,745 世帯（+20）
平成 29年５月１日現在
※外国人住民を含む
（　）は前月との比較
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

スマートフォンをお持ちの方は、
２次元コードから行方市公式ホー
ムページをご覧いただけます。

行方市公式ホームページ
閲覧用２次元コード
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

男 女 共同参画って何！？

　東日本大震災の年の４月に３名の団員で発足した「行方市女性消防団」（現在は女性部会）は、平成
29年４月１日現在、13名の団員で活動しております。ここに、平成 28年度に実施した活動や交流会
を紹介します。

地域防災は　～まず、自分にできる事から～
行方市消防団女性部会　部長　海老澤　文江　

本市のまちづくりに協力していただいてい
る方・団体等に、話題を提供いただき、さま
ざまな『男女共同参画』について、コラムを
連載します。市民の皆さまの声もお寄せくだ
さい。ご意見をお待ちしています。

●

●

●

活動内容 参加人数
４月 幹部会議　女性団員会議 ８名
６月 夏期訓練 ６名

７月 防火管理者資格受講
新入団員歓迎会　「東京防災」配布

４名
６名

８月 団員交流会　「被災・女性に備えあれば」配布
麻生小学校避難訓練会議

５名
４名

９月 普通救命講習受講
行方市操法大会

１名
６名

10月
新入団員歓迎会およびモーハウス代表光畑様を囲む会
鹿行５市操法大会
ふれあいまつり　―防災啓発―

12名
６名
４名

11月 秋の火災予防週間（独居高齢者宅訪問） 述べ 16名

12月
麻生小学校、幼稚園避難訓練
鹿行地区女性団員交流会、茨城県活性化大会
団員交流会　「長期避難・頼れる災害食は？」配布

５名
４名
11名

１月 出初め式 ６名
２月 消防学校１日入学 ３名

３月

春の火災予防週間（独居高齢者宅訪問）
・交通安全グッズ配布、「誰でもできる危機回避術」配布
行方地区防災訓練
玉造西谷地区防災訓練

述べ９名

１名
３名

　平成 29年度は、今までの活動をより充実したものにするための勉強会を定期的に行うことを
目標にしております。女性団員は家族や職場の理解、協力を得て活動しております。もちろん、
全ての行事に参加することは難しいのですが、「まず、自分にできる事から」をモットーに、有
事に備える・協力する消防団員です。
　新入団員へ、「1.5ℓの水×２本、缶パン２缶」を入団時にプレゼントしております。
　これは、災害時の大人一人１日の最低限の備蓄品です。
　災害時の備蓄品は、家族の人数×３日分が必要です。市民の皆さまも、まず、自分にできる事
から始めませんか？

◆平成 28年度の主な活動

ふれあいまつりでの防災啓発


